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本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした
記述は将来の業績を保証するものではなく、リスクと不確実性を内包
するものです。将来の業績は、経営環境に関する前提条件の変化など
に伴い変化することにご留意ください。



（余 白）



当第３四半期の業績につきましては、燃料費調整の期ずれ影響による差益の減少や、卸電力取

引価格の変動や定期検査日数の増加による原子力発電所稼働減の影響などにより、前年同四半期

に比べ減益となりました。

１１ 2024年度第３四半期業績〔連結〕

売上高 4期連続の増収、 経常利益 2期ぶりの減益、 四半期純利益 2期ぶりの減益

連結売上高 ： 1兆7,153億円 （ 前年同四半期比 8.3％増 ）

連結経常利益 ： 1,537億円 （ 前年同四半期比 38.6％減 ）

連結四半期純利益 ： 1,088億円 （ 前年同四半期比 41.8％減 ）

増 減 率増 減
2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

9.01,44016,04917,489経 常 収 益

(8.3)(1,319)(15,833)(17,153)( 売 上 高 再 掲 )

17.82,40813,54315,952経 常 費 用

(▲42.7)(▲1,110)(2,600)(1,489)( 営 業 利 益 )

▲38.6▲9682,5051,537経 常 利 益

▲41.8▲7811,8701,088
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

四 半 期 純 利 益

（億円、％）



（余 白）



増減率増 減
2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

2.112541553小 売 販 売 電 力 量

3.36167173電 灯

1.66374380電 力

50.862124186卸 売 販 売 電 力 量

11.275664739総 販 売 電 力 量

１(１) 収支諸元①販売電力量ほか〔連結〕

小売販売電力量につきましては、域内の契約電力が減少したものの、域外の契約電力が増加した

ことや、夏季の気温が前年に比べ高めに推移したことなどにより、前年同四半期に比べ2.1%増の

553億kＷhとなりました。

また、卸売販売電力量につきましては、取引所取引の増加などにより50.8％増の186億kWhと

なりました。この結果、総販売電力量は11.2%増の739億kＷhとなりました。

【当社グループ合計】 （億kWh、％）

その他諸元

２

増 減
2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

▲3 87 84( $ / b )原 油 Ｃ Ｉ Ｆ 価 格

10143 153 ( 円 / $ )為 替 レ ー ト

(注1) 四捨五入のため、内訳と合計の数値が一致しない場合がある

(注2) 当社及び連結子会社（九州電力送配電㈱、九電みらいエナジー㈱）の合計値（内部取引消去後）



増減率増 減
2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

12.153540水 力

発

電

(12.0)(93.9)(105.9)( 出 水 率 )
▲5.8▲11187176火 力
▲7.5▲17237220原 子 力

(▲6.7)(90.5)(83.8)( 設 備 利 用 率 )
3.511011新 エ ネ ル ギ ー 等

▲5.1▲24470446計

40.5103254357融 通 ・ 他 社 受 電

(10.3)(2)(13)(15)(水 力 再 掲)

(4.6)(7)(149)(156)(新エネルギー等再掲)

3.1－▲16▲16揚 水 用 等
11.179708787合 計

(注1) 四捨五入のため、内訳と合計の数値が一致しない場合がある (注2) 発受電電力量合計と総販売電力量の差は損失電力量等
(注3) 当社及び連結子会社（九州電力送配電㈱、九電みらいエナジー㈱）の合計値（内部取引消去後）
※１ 発電電力量は送電端 ※2 当期の電力量は期末時点で把握している値

１(１) 収支諸元②発受電電力量〔連結〕

（億kWh、％）

３

【 当社グループ合計 】

※１

※2

（ 参 考 ）発受電電力量に占める割合

増 減
2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

▲5.633.527.9原 子 力
▲1.328.026.7再 エ ネ

（％）

(注) 非化石証書を使用していない部分は、再生可能エネルギーとしての価値やCO2ゼロエミッション電源としての
価値は有さず、火力発電などを含めた全国平均の電気のCO2排出量を持った電気として扱われる

※ 再エネは、太陽光、風力、
バイオマス、廃棄物、地熱、
及び水力（揚水除き）などの
自社・他社合計※

小売・卸売に対する供給面につきましては、原子力をはじめ、火力・揚水等発電設備の総

合的な運用等により、また、エリア需給につきましては、調整力電源の運用及び国のルール

に基づく再エネ出力制御の実施等により、安定して電力をお届けすることができました。



４１(２) 経常収益、経常費用〔連結〕

（億円）

主な増減説明増 減2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

1,44016,04917,489経 常 収 益

小売販売電力量増 220
単価差 220（激変緩和割引減 987）

43810,24710,686小 売 販 売 収 入国
内
電
気
事
業

他社販売電力料 1,6031,5811,4803,062卸 売 販 売 収 入

激変緩和補助金 ▲987▲8222,5801,758そ の 他

2411,7401,982そ の 他

2,40813,54315,952経 常 費 用

▲42808766人 件 費

国
内
電
気
事
業

CIF差 ▲255 為替レート差 130
原子力稼働影響差 210※3 他社受電増 ▲395

▲3122,8752,562燃 料 費

他社購入電力料 2,4602,4992,3424,842購 入 電 力 料

701,1721,243修 繕 費

21,3621,364減 価 償 却 費

原子力稼働影響差 ▲40※3▲4519514原 子力 B E 費 用

▲13,0783,076そ の 他

1981,3831,582そ の 他

▲9682,5051,537経 常 利 益

※１ 国の「電気ガス価格激変緩和対策事業」等で受領する補助金（同額、電気料金を割引） ※２ 燃料費調整制度の上限超過影響差170億円控除後
※３ 原子力稼働影響差（燃料費＋原子力ＢＥ費用） ▲170

(11,264) (11,813) (▲548)(小売販売収入等)

【小売販売収入等（激変緩和補助金含む ）】
単価差（燃調差等）▲765※2

※1

・収入面では、国内電気事業において、燃料費調整の影響などにより小売販売収入等が減少したものの、卸
売販売電力量の増加や当年度から新たに容量確保契約金を計上したことなどにより卸売販売収入が増加した
ことなどから、経常収益は前年同四半期に比べ1,440億円増加しました。

・支出面では、国内電気事業において、卸電力市場価格の上昇に加え、他社受電の増加や容量拠出金の計上
などにより購入電力料が増加したことなどから、経常費用は前年同四半期に比べ2,408億円増加しました。



（億円）

５

連結経常利益
（2023.3Q）

連結経常利益
（2024.3Q）

2,505

1,537
(▲968)

燃料費調整
期ずれ影響差
(550→30)

国内電気事業（▲1,012）

原子力
稼働影響差

期ずれ影響除き
連結経常利益
1,955程度

期ずれ影響除き
連結経常利益
1,507程度

卸電力取引
単価変動影響

その他

その他

44

連結経常利益の変動要因（対前年同四半期）

138

▲520

▲170

▲460



６（参考）燃料費調整の期ずれ影響試算〔当社個別〕

・基準燃料価格と2023年度後半の燃料価格との差の一部は、

当第３四半期の小売販売収入の増加に反映 [450億円程度]

・基準燃料価格と当第３四半期の燃料価格との差の一部は、

当第３四半期の小売販売収入の増加には反映されず、第４四半期以降に繰越し [420億円程度]

この燃料費調整の期ずれ影響により、当第３四半期の利益は増加 [30億円程度］

（対前年同四半期：▲520億円程度）



１(３) セグメント情報〔連結〕

経 常 利 益売 上 高

増 減
2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

増 減
2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

▲8501,6998491,07113,56114,632発 電 ・ 販 売 事 業

国
内
電
気
事
業

エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業

▲1614492872935,1315,424送 配 電 事 業

－－－▲229▲4,432▲4,661消 去

▲1,0122,1481,1361,13514,26015,395計

3675112▲154226海 外 事 業

▲42232192302,0642,294その他エネルギーサービス事業

13284120872892I C T サ ー ビ ス 事 業

7263435162197都 市 開 発 事 業

－4446872そ の 他

▲9▲1▲11▲89▲1,636▲1,726消 去

▲9682,5051,5371,31915,83317,153合 計

（億円）

７

（14,203）

（42）

（839）

（639）

(注1) 上記の各報告セグメントの記載金額は、セグメント間の内部取引消去前の金額
(注2) 売上高の ( )内は外部売上高の再掲

（13,475）

（1,863）

（12,490）

（1,712）

（79）

（29）

（26）

（15,339）

（985）

（656）

（114）

（30）

（984）

（151）

（1,136）

（▲15）

（146）

（17）

（34）

（－）



２ 2024年度第３四半期財務状況〔連結〕 ８

（億円）

増 減2023年度末2024年度
第3四半期末

▲4457,27257,227総 資 産

▲87448,06147,187負 債

(▲341)(37,654)(37,313)( 有 利 子 負 債 再 掲 )

8299,21010,039純 資 産

1.515.517.0自 己 資 本 比 率 ( ％ )

資産は、設備投資などによる固定資産の増加はありましたが、現金及び預金などの流動資産が減少

したことから、前年度末に比べ44億円減の5兆7,227億円となりました。

負債は、未払税金や有利子負債が減少したことなどから、前年度末に比べ874億円減の４兆7,187

億円となりました。

純資産は、配当金の支払による減少はありましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上し

たことなどから、前年度末に比べ829億円増の１兆39億円となりました。

この結果、自己資本比率は、前年度末に比べ1.5ポイント向上し17.0％となりました。



（余 白）



３ 2024年度業績予想

前回公表（10月）から 売上高、 経常利益、当期純利益 ともに 変更なし
連結売上高 ： ２兆３,０００億円

連結経常利益 ： １,３００億円

連結当期純利益： １,０００億円

〔主要諸元表〕

(注)販売電力量は当社及び連結子会社（九州電力送配電㈱、九電みらい
エナジ－㈱）の合計値（内部取引消去後）

（億円）

（参考）2024年度業績予想

前回公表
（10月）

23,000売 上 高

1,500営 業 利 益

1,300経 常 利 益

1,000
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益

前回公表
（10月）

750（ 億 k W h ）小 売 販 売 電 力 量

236（ 億 k W h ）卸 売 販 売 電 力 量

986（ 億 k W h ）総 販 売 電 力 量

86（ ＄ / b ）原 油 Ｃ Ｉ Ｆ 価 格

149（ 円 / ＄ ）為 替 レ ー ト

308

(88.5)

（ 億 k W h ）

（ ％ ） ）

原 子 力 〔 送 電 端 〕

（ 設 備 利 用 率

９



2024年度の期末配当予想につきましては、前回公表値から変更はなく、当年度の業績や
中長期的な収支・財務状況などを総合的に勘案し、普通株式１株につき25円（年間50円）
の配当を実施する予定です。

また、Ｂ種優先株式につきましては、１株につき1,450,000円（年間2,900,000円）の
配当を実施する予定です。

10４ 2024年度期末配当予想



参考 2024年度第３四半期セグメント別業績



増 減 率増 減
2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

8.41,14313,67114,814経 常 収 益

(7.9)(1,071)(13,561)(14,632)( 売 上 高 )

16.71,99311,97113,965経 常 費 用

▲50.0▲8501,699849経 常 利 益

①発電・販売事業

（億円、％）

11

売上高は、燃料費調整の影響などにより小売販売収入等が減少したものの、卸売販売電力量の

増加や容量確保契約金の計上により卸売販売収入が増加したことなどから、前年同四半期に比べ

7.9%増の1兆4,632億円となりました。

経常利益は、燃料費調整の期ずれ影響による差益の減少や、卸電力取引価格の変動や定期検査

日数の増加による原子力発電所稼働減の影響などにより、50.0％減の849億円となりました。

売 上 高： 1兆4,632億円（ 前年同四半期比 7.9％増 ）［増収］

経 常 利 益： 849億円（ 前年同四半期比 50.0％減 ）［減益］

国内における発電・小売電気事業 など

[発電・販売事業]



②送配電事業

（億円、％）

12

売上高は、エリア電力需要の増加などにより託送収益が増加したことや、卸電力市場価格の上

昇などにより再生可能エネルギー電源からの買取に伴う卸売販売収入が増加したことなどから、

前年同四半期に比べ5.7%増の5,424億円となりました。

経常利益は、需給調整関連費用が増加したことなどから、36.0％減の287億円となりました。

売 上 高： 5,424億円（ 前年同四半期比 5.7%増 ）［増収］

経 常 利 益： 287億円（ 前年同四半期比 36.0％減 ）［減益］

九州域内における一般送配電事業 など

[送配電事業]

増 減 率増 減
2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

5.72935,1455,439経 常 収 益

(5.7)(293)(5,131)(5,424)( 売 上 高 )

9.74554,6965,152経 常 費 用

▲36.0▲161449287経 常 利 益



③海外事業

（億円、％）

13

増 減 率増 減
2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

27.739141180経 常 収 益

(▲37.0)(▲15)(42)(26)( 売 上 高 )

4.026668経 常 費 用

48.43675112経 常 利 益

60.94472116
持 分 法
投 資 利 益

売上高は、地熱IPPプロジェクトに係る収入の減少などにより、前年同四半期に比べ37.0％減

の26億円、経常利益は、持分法による投資利益の増加などにより、48.4％増の112億円となり

ました。

売 上 高： 26億円（ 前年同四半期比 37.0％減 ）［減収］

経 常 利 益： 112億円（ 前年同四半期比 48.4％増 ）［増益］

海外における発電・送配電事業 など

[海外事業]



④その他エネルギーサービス事業

（億円、％）

14

増 減 率増 減
2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

11.42422,1252,367経 常 収 益

(11.1)(230)(2,064)(2,294)( 売 上 高 )

13.02471,9012,148経 常 費 用

▲2.0▲4223219経 常 利 益

7.934548
持 分 法
投 資 利 益

売上高は、発電所補修工事の増加などにより、前年同四半期に比べ11.1％増の2,294億円、経

常利益は、海外LNGプロジェクトにおけるＬＮＧ販売の減少などにより、2.0％減の219億円と

なりました。

売 上 高： 2,294億円（ 前年同四半期比 11.1％増 ）［増収］

経 常 利 益： 219億円（ 前年同四半期比 2.0％減 ）［減益］

電気設備の建設・保守など電力の安定供給に資する事業、ガス・ＬＮＧ販売事業、石炭販売

事業、再生可能エネルギー事業 など

[その他エネルギーサービス事業]



⑤ＩＣＴサービス事業

（億円、％）

15

売上高は、系統用蓄電所及び発電所関連の電気通信工事などの増加などにより、前年同四半期

に比べ2.3％増の892億円、経常利益は47.3％増の41億円となりました。

売 上 高： 892億円（ 前年同四半期比 2.3％増 ）［増収］

経 常 利 益： 41億円（ 前年同四半期比 47.3％増 ）［増益］

増 減 率増 減
2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

2.320876897経 常 収 益

(2.3)(20)(872)(892)( 売 上 高 )

0.87848855経 常 費 用

47.3132841経 常 利 益

－0.3▲1.7▲1.4
持 分 法
投 資 損 失

データ通信事業、光ブロードバンド事業、電気通信工事・保守事業、情報システム開発事業、

データセンター事業 など

[ＩＣＴサービス事業]



⑥都市開発事業

（億円、％）
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売上高は、オール電化マンション販売の増加などにより、前年同四半期に比べ21.5％増の197

億円、経常利益は29.8％増の34億円となりました。

売 上 高： 197億円（ 前年同四半期比 21.5％増 ）［増収］

経 常 利 益： 34億円（ 前年同四半期比 29.8％増 ）［増益］

増 減 率増 減
2023年度
第3四半期

2024年度
第3四半期

19.934174209経 常 収 益

(21.5)(35)(162)(197)( 売 上 高 )

18.126148174経 常 費 用

29.872634経 常 利 益

37.30.61.62.2
持 分 法
投 資 利 益

不動産開発・運営事業、官民連携事業 など

[都市開発事業]


